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新規感染者の推移（実数・日別）・感染者カレンダー

１



新型コロナに対応する医療提供体制の構築

２

効果的な病床確保

○医療提供体制「神奈川モデル」の整備
県内病院（精神科単科除く）の過半数を超える
176病院が参加

○周辺領域（精神科、小児・周産期・透析）でも
体制を整備

○感染状況のフェーズに応じた病床数の設定
（最大確保病床数の引き上げ 1,555⇒1,790）

○認定医療機関との個別の協定による病床確保

○臨時の医療施設で180床を確保し、患者の広域
的な受入を実施

神奈川県におけるこれまでの取組み（１）

■協定によるフェーズ別病床数の確保



３

入院の最適化

○「入院優先度判断スコア」による入院基準の運用

○後方搬送マッチングシステムの実施

後方搬送調整チームにより、県庁で搬送調整を
効率的に行う

（これまでの実績：依頼126件、成立125件）

○後方支援病床の確保状況

205床（令和２年12月）⇒現在約600床

神奈川県におけるこれまでの取組み（２）

■入院優先度判断スコア

■後方搬送マッチングシステム病床の効率的な運用



４

地域療養のさらなる強化

神奈川県におけるこれまでの取組み（３）

宿泊・自宅療養体制の確保

○県内８か所の宿泊療養施設で患者を受入

○保健所設置市と連携した自宅療養者への
健康観察・フォローアップ

○患者急増時には「かながわ緊急酸素投与セン
ター」を開設

■パルスオキシメーターの貸出し○宿泊療養施設
・看護師の常駐体制の強化

○自宅療養
・全自宅療養者へパルスオキシメーター貸与
・地域の医師会等と連携し、「地域療養の神奈
川モデル」を整備

■かながわ緊急酸素投与センター



地域療養の神奈川モデル

５

【事業概要】
●悪化リスクのある方、悪化が疑われる方に対して、
看護師が毎日、電話による健康観察を行うほか、
必要に応じて自宅訪問し対面により症状を確認。

●24時間電話相談窓口を運営

●地域医師会の医師は、看護師からの相談を受け、
オンライン診療や検査を行い、入院が必要と判断
した場合には入院調整を行う。

「地域医療の視点」から効果的に療養をサポート

【目的】
新型コロナウイルス感染症の自宅療養者に対し、地域の医師会や訪問看護ステーションと連携した

療養サポートを行うことで、早期に医療介入を実施する

【対象】
入院優先度判断スコア３以上、入院待機者、血中酸素飽和度（SpO2）95％以下



病床利用率（モニタリング指標）

■病床利用率 ■病床利用率の推移

※入院者数＋空床数＝即応病床数
準備病床は、最終的な確保病床数（1790床＝重症199床＋中等症
（軽症を含む）1591床）から即応病床数を引いた数

※県のモニタリング指標では、病床全体（宿泊療養施設は含まない）及び重症
用病床の各確保病床に対する占有率が、ステージⅢ移行の基準値として
20％以上、ステージⅣ移行の基準値として50％以上と設定。

※病床利用率は、最終的な確保病床に対する現在の入院者数で計算。休日に
おける病床利用率は、直前の平日の数値を用いて計算。（ただし、2020年
12月29日～については、休日分数値を取得・使用して描画。） ６



新型コロナウイルスワクチン接種（医療従事者向け）

７

ワクチン供給の流れ

【神奈川県の特色】

●県独自の配送拠点の設置
●全国最多3,800超の連携型施設
へ冷凍配送

※東京：約2800、大阪：約 500

国

基本型接種施設（A,B） 県・配送拠点

連携型接種施設（A） 連携型接種施設（B）

46機関

約500機関 約3,300機関

川崎・厚木の2拠点

市町村・配送拠点

県内10市町

A B C



医療従事者向けワクチンの供給状況

８

基本型接種施設
国⇒基本型接種施設
34,905バイアル

配送完了
うち接種済み16,461バイアル＝47％

県配送拠点

国⇒県配送拠点
59,670バイアル（5/12現在）

（～４月配送）24,375バイアル

（5/７） 7,995バイアル

（5/11） 17,745バイアル
（5/12） 9,555バイアル

県配送拠点⇒連携型接種施設

配送済み

2,885バイアル配送済み

順次配送予定
（１日あたり約2,000バイアル）

市町（10市町）
（４月から先行して高齢者

接種を実施する医療機関向け）

国⇒市町配送拠点
4,095バイアル

市町⇒連携型接種施設
1,057バイアル配送済み(4/27現在)C

B

A



4/12週 4/19週 4/26週 5/3週 5/10週 5/17週 5/24週 5/31週

医療従事者向け接種のマイルストーン

９

全
般

他
院
接
種

自
院
接
種

ワクチン

予約システム

接種券発送

（第２弾）２回目接種

（第３弾）１回目接種 （第３弾）２回目接種

予約枠・接種対象者情報の反映
システム管理者・県のみ閲覧

接種機関
閲覧開始

医療従事者向けLINEｱｶｳﾝﾄ公開

接種券発送

LINE

ワクチン

予約開始
通知

問合せ対応 AIﾁｬｯﾄﾎﾞｯﾄ開発
予
約
受
付
開
始

5/12 5/19より
オーダー開始・配送

随時
受付

5/3

予
約
開
始
日
通
知

5/6

運用
開始

他
院
接
種
開
始

順次

更新
(5/26→”順次”)



新型コロナウイルスワクチン接種（県民向け）

１０

【市町村（高齢者）向けワクチンの配分状況

第１
クール

第２
クール

第３
クール

第４
クール

第５
クール

合計
希望量に対す
る充足率

発送週 ４月５日 ４月12日 ４月19日
４月26日
５月３日

５月10日
５月17日

箱数
（市町村の希望量）

４箱 ２０箱 ２０箱
２６５箱
（３９４箱）

８９８箱
（１,０９８箱）

１,２０７箱
（１,４９２箱）

８０．９％

供給先
市町村数

３市 １１市町 １１市町 ３３市町村 ３２市町

ワクチンの供給状況（医療従事者を除く） 【県ホームページで市町村別に公表】

第１クールから第３クール 市町村の高齢者施設入居者数の割合に応じて配分箱数を決定
第４クールから第５クール 国から県へ配分された数量を、市町村の高齢者人口及び市町村の希望箱数に応じて

調整し、箱数を決定



高齢者向けワクチン接種の推進に向けて

１１

政府方針の７月末接種完了を目指し、市町村のニーズを踏まえ、支援策を検討

接種会場数

1会場あたりの
接種回数

高齢者
ワクチン接種
キャパシティ



高齢者施設等の従事者のPCR検査

１２

国の新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針により、歓楽街のある大都市等を対象に、
４月から６月にかけて、集中的に高齢者施設等の職員を対象に定期的なＰＣＲ検査の実施が求め
られている。

【令和３年度の事業実施について】

● 高齢者施設
県内全域(保健所設置市管内含む)のすべての高齢者施設・介護サービス事業所の従事者を対象に、
６月までに週１回実施。財源は日本財団が全額を負担し、検査は同財団が委託した木下グループに
おいて、ＰＣＲ検査を行う。

● 障がい者施設
県域における入所施設及び通所施設の従業員を対象に、６月までに２週に１回実施。県と委託契約を
締結した検査実施機関（複数を想定）において、ＰＣＲ検査を行う。
※保健所設置市は、市の判断で実施



変異株感染者カレンダー

１３



１４

変異株検査モニタリング検査実施状況


